
 

 

（１）「救急安心センターおおさか」の認知と利用経験 

 

問１３．「救急安心センターおおさか」を利用したことがありますか。（○は１つだけ） 

 

〔図表 2-1 「救急安心センターおおさか」の認知と利用経験〕 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の認知と利用経験をたずねた。「知らない」が70.3％と最も

高く、次いで、「知っているが、利用したことはない」が19.1％、「利用したことがある」が

9.0％となっている。“認知計”（「利用したことがある」＋「知っているが、利用したことは

ない」）は28.1％で、３割弱が「救急安心センターおおさか」を認知している。（図表2-1） 

 

 

 

〔図表 2-1-1 「救急安心センターおおさか」の認知と利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、「利用したことがある」「知っているが、利用したことはない」ともに『女性』が『男性』

を上回っており、“認知計”（「利用したことがある」＋「知っているが、利用したことはない」）は、『女

性』が『男性』を 7.7 ポイント上回っている。（図表 2-1-1）  

（単位：％）
認知計
（％）

全体 (N=1514) 28.19.0 19.1 70.3 1.6

知っているが、

利用したことはない
無回答

利用した

ことがある
知らない

２ 「救急安心センターおおさか」について 

（単位：％）
認知計
（％）

男性 (N=648) 23.8

女性 (N=861) 31.5

5.7

11.5

18.1

20.0

74.7

67.0

1.5

1.5

知っているが、

利用したことはない
無回答

利用した

ことがある
知らない



〔図表 2-1-2 「救急安心センターおおさか」の認知と利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、“認知計”（「利用したことがある」「知っているが、利用したことはない」）は、年代

が上がるにつれ高くなっており、は『70 歳以上』で 39.4％と最も高く、『29 歳以下』で 12.3％と最も低

くなっている。「利用したことがある」は、『30 歳代』『40 歳代』で１割強と高くなっている。（図表 2-1-2） 

 

  

（単位：％）
認知計
（％）

29歳以下 (N=180) 12.3

30歳代 (N=140) 21.4

40歳代 (N=278) 26.6

50歳代 (N=275) 28.0

60歳代 (N=307) 29.9

70歳以上 (N=330) 39.4

5.6

11.4

12.9

8.7

9.1

6.7

6.7

10.0

13.7

19.3

20.8

32.7

86.7

78.6

73.0

71.6

68.1

57.0

1.1

0.4

0.4

2.0

3.6

知っているが、

利用したことはない
無回答

利用した

ことがある
知らない



（２）「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知 

 

問１４．【問１３で「１．利用したことがある」「２．知っているが、利用したことはない」

とお答えされた方】「救急安心センターおおさか」は、どのような時に利用するか知

っていますか。（○はいくつでも） 

 

〔図表 2-２ 「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知をたずねた。「⑤救急車を利用していいの

か迷う時」が42.1％で最も高く、次いで、「①病院での受診が必要か判断できない時」が37.2％、

「③かかりつけ病院が休診などで受診できない時」が36.0％となっている。（図表2-2） 

 

 

 

 

  

（単位：％）

①
病院での受診が必要か
判断できない時

②
ケガや病気をしてどうすれば
よいかわからない時

③
かかりつけ病院が休診などで
受診できない時

④
どこの病院へ行けばよいか
わからない時

⑤ 救急車を利用していいのか迷う時

⑥
どのような時に利用するのか
わからない

⑦ その他

⑧ 無回答

全体(N=425)

37.2

33.2

36.0

34.4

42.1

6.1

0.9

5.2

0 20 40 60



〔図表 2-２-1 「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、「①病院での受診が必要か判断できない時」「②ケガや病気をしてどうすればよいかわか

らない時」「④どこの病院へ行けばよいかわからない時」「⑤救急車を利用していいのか迷う時」は、いず

れも『女性』が『男性』を上回っている。（図表 2-2-1） 

 

  

（単位：％）

①
病院での受診が必要か
判断できない時

②
ケガや病気をしてどうすれば
よいかわからない時

③
かかりつけ病院が休診などで
受診できない時

④
どこの病院へ行けばよいか
わからない時

⑤ 救急車を利用していいのか迷う時

⑥
どのような時に利用するのか
わからない

⑦ その他

⑧ 無回答

29.2

27.3

39.0

26.6

37.7

8.4

0.6

7.8

41.7

36.5

34.3

38.7

44.6

4.8

1.1

3.7

0 20 40 60

男性(N=154)

女性(N=271)



〔図表 2-２-2 「救急安心センターおおさか」の利用方法の認知【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、「①病院での受診が必要か判断できない時」「②ケガや病気をしてどうすればよいかわ

からない時」「④どこの病院へ行けばよいかわからない時」は、いずれも『30 歳代』で最も高くなってい

る。「⑤救急車を利用していいのか迷う時」は、『30 歳代』と『60 歳代』で、「③かかりつけ病院が休診な

どで受診できない時」は『70 歳以上』で最も高くなっている。（図表 2-2-2） 

 

29歳以下
(N=22)

（単位：％）

30歳代
(N=30)

40歳代
(N=74)

50歳代
(N=77)

60歳代
(N=92)

70歳以上
(N=130)
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病
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で
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無
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答

31.8

22.7
27.3 27.3

40.9

9.1

0.0
4.5

0

20

40

60

50.0
56.7

36.7

46.7 46.7

0.0 0.0
6.7

0

20

40

60

47.3
41.9

29.7
35.1

40.5

8.1
1.4 4.1

0

20

40

60

40.3

32.5
39.0 37.7

41.6

9.1

1.3 2.6

0

20

40

60

29.3
26.1

35.9 35.9

46.7

5.4
0.0

6.5

0

20

40

60

33.1
30.0

39.2

29.2

39.2

4.6
1.5

6.2

0

20

40

60



（３）「救急安心センターおおさか」の認知経路 

 

問１５．【問１３で「１．利用したことがある」「２．知っているが、利用したことはない」

とお答えされた方】「救急安心センターおおさか」は、何を通じて知られましたか。

（○はいくつでも） 

 

〔図表 2-３ 「救急安心センターおおさか」の認知経路【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の認知経路をたずねた。「①東大阪市の広報誌（市政だより

など）を通じて」が57.6％で最も高く、次いで、「②救急に関するポスター・パンフレットな

どを通じて」が22.8％、「④消防局が配布している「救急安心センター広報マグネット」を通

じて」が20.0％となっている。（図表2-3） 

 

 

 

 

  

（単位：％）

①
東大阪市の広報誌
（市政だよりなど）を通じて

②
救急に関するポスター・
パンフレットなどを通じて

③
救命講習会や消防機関が開催する
イベントなどを通じて

④
消防局が配布している「救急安心
センター広報マグネット」を通じて

⑤
インターネットなどからの
情報を通じて

⑥ テレビ・ラジオを通じて

⑦ 新聞を通じて

⑧ 家族・友人・知人を通じて

⑨ その他

⑩ 無回答

全体(N=425)

57.6

22.8

1.6

20.0

4.9

6.4

4.2

13.4

3.8

2.4

0 20 40 60 80



〔図表 2-３-1 「救急安心センターおおさか」の認知経路【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、「①東大阪市の広報誌（市政だよりなど）を通じて」は『男性』が『女性』を 9.4 ポイ

ント上回っており、「④消防局配布が配布している「救急安心センター広報マグネット」を通じて」は『女

性』が『男性』を 10.0 ポイント上回っている。（図表 2-3-1） 

 

  

（単位：％）

①
東大阪市の広報誌
（市政だよりなど）を通じて

②
救急に関するポスター・
パンフレットなどを通じて

③
救命講習会や消防機関が開催する
イベントなどを通じて

④
消防局が配布している「救急安心
センター広報マグネット」を通じて

⑤
インターネットなどからの
情報を通じて

⑥ テレビ・ラジオを通じて

⑦ 新聞を通じて

⑧ 家族・友人・知人を通じて

⑨ その他

⑩ 無回答

63.6

20.8

1.3

13.6

8.4

8.4

5.2

10.4

2.6

3.2

54.2

24.0

1.8

23.6

3.0

5.2

3.7

15.1

4.4

1.8

0 20 40 60 80

男性(N=154)

女性(N=271)



〔図表 2-３-2 「救急安心センターおおさか」の認知経路【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、「①東大阪市の広報誌（市政だよりなど）を通じて」は、年代が上がるにつれ高くな

っており、『70 歳以上』で 69.2％と最も高く、『29 歳以下で』22.7％と最も低くなっている。『29 歳以下』

では、「家族・友人・知人を通じて」が 45.5％と最も高くなっている。（図表 2-3-2） 

 

 

  

29歳以下
(N=22)

（単位：％）

30歳代
(N=30)

40歳代
(N=74)

50歳代
(N=77)

60歳代
(N=92)

70歳以上
(N=130)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
東
大
阪
市
の
広
報
誌

（
市
政
だ
よ
り
な
ど
）

を
通
じ
て

救
急
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

通
じ
て

救
命
講
習
会
や
消
防
機
関
が

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て

消
防
局
が
配
布
し
て
い
る

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
広
報

マ
グ
ネ
ッ
ト
」
を
通
じ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

か
ら
の
情
報
を
通
じ
て

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て

新
聞
を
通
じ
て

家
族
・
友
人
・
知
人
を

通
じ
て

そ
の
他

無
回
答

22.7

4.5
0.0

18.2
13.6

4.5 4.5

45.5

13.6
4.5

0

20

40

60

80

40.0

26.7

3.3

13.3
6.7 6.7

0.0

20.0
13.3

0.0
0

20

40

60

80

47.3

25.7

1.4

25.7

8.1
2.7 1.4

13.5

2.7 4.1

0

20

40

60

80

55.8

23.4

2.6

18.2

7.8 9.1
2.6

15.6

3.9 2.6

0

20

40

60

80

65.2

25.0

2.2

19.6

4.3 5.4 3.3
7.6

1.1 0.0
0

20

40

60

80

69.2

21.5

0.8

20.0

0.0
7.7 8.5 9.2

2.3 3.1

0

20

40

60

80



（４）「救急安心センターおおさか」の利用場面 

 

問１６．【問１３で「１．利用したことがある」とお答えされた方】「救急安心センターおお

さか」は、どのような時に利用しましたか。（○はいくつでも） 

 

〔図表 2-４ 「救急安心センターおおさか」の利用場面【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」の利用場面をたずねた。「④どこの病院へ行けばよいかわか

らない時」が39.7％で最も高く、次いで、「③かかりつけ病院が休診などで受診できない時」

が35.3％、「①病院での受診が必要か判断できない時」が32.4％となっている。（図表2-4） 

  

（単位：％）

①
病院での受診が必要か
判断できない時

②
ケガや病気をしてどうすれば
よいかわからない時

③
かかりつけ病院が休診などで
受診できない時

④
どこの病院へ行けばよいか
わからない時

⑤ 救急車を利用していいのか迷う時

⑥ その他

⑦ 無回答

全体(N=136)

32.4

30.9

35.3

39.7

22.8

0.0

2.9

0 20 40 60 80



〔図表 2-４-1 「救急安心センターおおさか」の利用場面【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、「①病院での受診が必要か判断できない時」「②ケガや病気をしてどうすればよいかわか

らない時」「③かかりつけ病院が休診などで受診できない時」「④どこの病院へ行けばよいかわからない時」

は、いずれも『女性』が『男性』を上回っており、「⑤救急車を利用していいのか迷う時」は『男性』が

『女性』を上回っている。（図表 2-4-1） 

 

  

（単位：％）

①
病院での受診が必要か
判断できない時

②
ケガや病気をしてどうすれば
よいかわからない時

③
かかりつけ病院が休診などで
受診できない時

④
どこの病院へ行けばよいか
わからない時

⑤ 救急車を利用していいのか迷う時

⑥ その他

⑦ 無回答

29.7

24.3

29.7

29.7

32.4

0.0

8.1

33.3

33.3

37.4

43.4

19.2

0.0

1.0

0 20 40 60 80

男性(N=37)

女性(N=99)



 〔図表 2-４-2 「救急安心センターおおさか」の利用場面【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、「④どこの病院へ行けばよいかわからない時」は、『50 歳代』『60 歳代』で５割台

と高くなっている。「⑤救急車を利用していいのか迷う時」は、『70 歳以上』で 40.9％と最も高くなっ

ている。（図表 2-4-2） 

  

29歳以下
(N=10)

（単位：％）

30歳代
(N=16)

40歳代
(N=36)

50歳代
(N=24)

60歳代
(N=28)

70歳以上
(N=22)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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（５）「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応 

 

問１７．【問１３で「１．利用したことがある」とお答えされた方】その時に「救急安心セン

ターおおさか」がなかったら、どうしていたと思いますか。（○はいくつでも） 

 

〔図表 2-５ 「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応【複数回答】〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全体の考察】 

「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応をたずねた。「①病院を調べて自分で

病院へ行っていた」が57.4％で最も高く、次いで、「④１１９番通報し救急車を呼んでいた」

が41.9％となっている。（図表2-5） 

 

 

  

（単位：％）

①
病院を調べて自分で病院へ
行っていた

②
家族・友人・知人に助けを
求めていた

③
病院へは行かずに我慢して
様子をみていた

④ １１９番通報し救急車を呼んでいた

⑤ どうしていたかわからない

⑥ その他

⑦ 無回答

全体(N=136)

57.4

16.9

15.4

41.9

2.2

0.0

0.7

0 20 40 60 80



〔図表 2-５-1 「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応【複数回答】（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別の考察】 

性別にみると、「①病院を調べて自分で病院へ行っていた」は『男性』が『女性』を 2.9 ポイント上回

っており、「④１１９番通報し救急車を呼んでいた」は『女性』が『男性』を 5.6 ポイント上回っている。

（図表 2-5-1）  

（単位：％）

①
病院を調べて自分で病院へ
行っていた

②
家族・友人・知人に助けを
求めていた

③
病院へは行かずに我慢して
様子をみていた

④ １１９番通報し救急車を呼んでいた

⑤ どうしていたかわからない

⑥ その他

⑦ 無回答

59.5

10.8

13.5

37.8

2.7

0.0

2.7

56.6

19.2

16.2

43.4

2.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

男性(N=37)

女性(N=99)



〔図表 2-５-2 「救急安心センターおおさか」がなかったときの対応【複数回答】（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別の考察】 

年代別にみると、「①病院を調べて自分で病院へ行っていた」は『40 歳代』で７割半と高く、『30 歳代』

および『50 歳代』『60 歳代』でも６割台であるが、『29 歳以下』では 30.0％、『70 歳以上』では 22.7％と

低くなっている。「④１１９番通報し救急車を呼んでいた」は、『29 歳以下』および『50 歳代』以上では

５割台と高くなっているが、『40 歳代』では２割強、『30 歳代』では１割強と低くなっている。（図表 2-5-2） 

 

29歳以下
(N=10)

（単位：％）

30歳代
(N=16)

40歳代
(N=36)

50歳代
(N=24)

60歳代
(N=28)

70歳以上
(N=22)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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友
人
・
知
人
に

助
け
を
求
め
て
い
た

病
院
へ
は
行
か
ず
に

我
慢
し
て
様
子
を
み
て
い
た

１
１
９
番
通
報
し
救
急
車
を

呼
ん
で
い
た

ど
う
し
て
い
た
か

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

30.0

20.0

40.0

50.0

0.0 0.0 0.0
0

20

40

60

80

68.8

37.5

25.0

12.5

0.0 0.0 0.0
0

20

40

60

80

75.0

22.2 19.4 22.2

0.0 0.0 0.0
0

20

40

60

80

62.5

4.2 4.2

58.3

4.2
0.0 0.0

0

20

40

60

80

60.7

10.7 14.3

53.6

0.0 0.0 0.0
0

20

40

60

80

22.7
13.6

4.5

59.1

9.1
0.0

4.5

0

20

40

60

80


